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　近年、薬物依存症や市販薬乱用が増加しており、特に子どもたちの間で深刻な問題となってい
ます。ストレスや心の問題が原因となり、子どもたちが市販薬に頼るケースが増えています。�
この講演会では、子どもたちが市販薬に頼る背景やその心理的な要因について考えます。そして、
私たち大人ができる具体的な支援方法や対策について、専門家の視点から学びます。
　市販薬乱用は、子どもたちが感じている心の痛みや不安を一時的に和らげるための手段である
ことが多いです。彼らが安心して相談できる環境を整えることが重要です。この講演会を通じて、
地域社会全体で子どもたちを支える力を育み、一人でも多くの命を守るための一歩を踏み出しま
しょう。ぜひご参加ください。�



世田谷区上北沢2－1－1　東京都立松沢病院内
電話：03－3303－7211（内線）1014
FAX：03－3329－7586（院長室宛）

閉会挨拶

16：40─16：50 

東京都立松沢病院　2階大会議室
京王線 八幡山駅から徒歩５分

詳細はこちら

事前申込みは不要ですが、感染状況により会場での聴講を中止させていただく可能性がありますので、

必ずホームページをご確認ください。
https：//www.tokyo-mhw.jp/

質疑応答

16：20─16：40 

プログラム

会場内定員
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